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４
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【
特

集
】

町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し

新
た
な
議
会
運
営
を
明
確
に
宣
言

基
山
町
議
会
基
本
条
例
を
制
定

基
山
町
議
会

検
索

子
ど
も
議
会
に
参
加
し
た
生
徒
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特
集
基山町議会基本条例を制定
町民に開かれた議会をめざし 新たな議会運営を明確に宣言

前
文

第
１
章

総
則

︵
第
１
条
︶

第
２
章

議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則

︵
第
２
条
・
第
３
条
︶

第
３
章

町
民
と
議
会
の
関
係
及
び
連
携

︵
第
４
条
︶

第
４
章

町
長
等
と
議
会
の
関
係

︵
第
５
条

-

第
８
条
︶

第
５
章

合
議
機
関
と
し
て
の
議
会

︵
第
９
条
︶

第
６
章

議
会
改
革
の
推
進

︵
第

条
︶

10

第
７
章

議
会
及
び
議
会
事
務
局
の
体
制
整
備
︵
第

条

-

第

条
︶

11

16

第
８
章

災
害
時
の
議
会
対
応

︵
第

条
︶

17

第
９
章

議
員
の
身
分
、
待
遇
及
び
政
治
倫
理
︵
第

条
・
第

条
︶

18

19

第

章

最
高
規
範
性
及
び
見
直
し
手
続

︵
第

条

-

第

条
︶

10

20

22

附
則︵

条
文
は
、
解
説
付
き
で
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
︶

―条 例 の 構 成―

基
山
町
議
会
基
本
条
例
・
前
文

基
山
町
は
、
日
本
最
古
の
朝
鮮
式
山
城
で
あ
る
国
指
定
特
別
史
跡
の

基
肄
城
跡
が
あ
る
基
山
︵
き
ざ
ん
︶
を
望
み
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で

先
人
た
ち
が
悠
久
の
歴
史
と
文
化
を
育
ん
で
き
た
。

そ
し
て
今
日
、
地
方
自
治
は
大
き
な
社
会
の
潮
流
の
中
で
そ
の
自
主

性
、
自
立
性
が
問
わ
れ
る
時
代
を
迎
え
、
真
の
地
方
自
治
の
実
現
を
目

指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

基
山
町
議
会
は
、
日
本
国
憲
法
に
定
め
る
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ

き
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
の
機
能
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、

町
民
福
祉
の
更
な
る
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
理
念
と
す
る
。
ま

た
、
町
政
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
そ
の
権
能
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
る
よ
う
、
自
ら
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
務
の
重
要
性
を
改
め
て
認

識
し
、
町
民
の
負
託
に
応
え
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

よ
っ
て
こ
こ
に
、
基
山
町
議
会
の
最
高
規
範
と
し
て
こ
の
条
例
を
制

定
す
る
。

★これからの議会、何が変わるのか。

平成28年３月末までに、この議会基本条例は、自治体全体

の約４割で制定されており、全国的にも議会改革は進んでい

ます。そして、基本条例として議会の活動原則を決めること

の意義を町民が一緒になって考えていくことが求められてい

ます。

地方自治の原則から導きだされた３つの原則（①住民と歩

む②議員間討議を重視する③それらを踏まえて首長等と政策

競争する）に基づきつつ、この議会基本条例は、基山町議会

が進める議会改革が反映された条例となっています。

基本条例の７大特色

①情報公開
議会報告会の実施、各会の傍聴、広報充実

②監視機能
二元代表制の下、執行機関のチェック

③町民参加
意見交換会、請願および陳情

④自由討議
議員間の自由討議

⑤政策立案
研修の充実、政策形成への力量アップ

⑥議会対応
災害等緊急時の機能確保

⑦説明責任
議会の議決、運営に自らの責任を果たすこと
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『第６回 町議会と語ろう会』

を開催しました

＊参加していただいた皆さん、本当にありがとうございました。

頂いた意見は、今後の議会運営に反映させていけるよう議論を

深めていきます。

＊テーマごとの意見

●若者が農業できる環境を整えてほしい。

●駅前を活性化し、観光地化するのにロッカーの設

置を。

●町営・県営住宅で空き家が増えているが、２台分

の駐車場があると入居者が増えるのでは。

●基山町は災害が少ない。災害のない町をキャッ

チフレーズにできないか。

●防犯カメラは、今後何台くらい設置計画があるの

か。

●災害時、防災無線があるが聞こえにくい場合が多

い。半鐘の設置も有効では。

●お金の活用・運用・貯金などの教育も含め、基山

町独自の魅力ある教育を行い、定住促進に繋げ

て。

●町老人クラブに入ると世話人をさせられ忙しく

なるので入らない。多忙の対策案はないのか。

●高齢者の認知症が多くなってきた。今後が心配

だ。

＊町への意見に対しては、回答が出された後、その内容を

町議会ホームページに掲載します。

議会基本条例策定（これまでの流れ）

平
成

年

月

27

12

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置

平
成

年
８
月

28

条
文
の
作
成
開
始

議
会
基
本
条
例
策
定
小
委
員
会
を
設
置

①
条
文
の
項
目
案
を
作
成

②
小
委
員
会
で
検
討

③
議
会
改
革
特
別
委
員
会
に
報
告

小
委
員
会
を

回
開
催
し
、
素
案
を
作
成

17

平
成

年
４
月

30

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
素
案
を

検
討

委
員
会
を

回
開
催
し
、
条
文
内
容
に
つ

16

い
て
審
議

平
成

年

月
～

月

30

10

11

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

意
見
交
換
会
︵
町
議
会
と
語
ろ
う
会
に
て
︶

平
成

年

月

30

12

議
会
へ
委
員
会
提
案

月
定
例
会
に
条
例
案
を
上
程
し
全
員

12賛
成
で
可
決

＊議会基本条例(案)に対しての意見

●基本条例を作ることはいいことだ。

●議会改革を行うことにより、町民にはどんなメ

リットがあるのか。

●既に決まっている議会と町長の権限について第

４章に明記しては。

●議会改革で行ってきたことについて検証できる

数字等が公表されていないので意見を求められ

ても意見が出せない。

●行政に提出するまちづくり提案書を、議会でも関

連があれば請願および陳情と捉え反映して、でき

れば第４条の中に入れてほしい。

●第４条第４項で、議会は意見交換を通じて、広く

町民の意見を聴取し、政策提案を行うとしている

が、年に１回くらいの開催では聴取できないので

はないか。最低年３回は必要では。

＊町議会と語ろう会に参加していただいた方に基山町議

会基本条例（案）を配布し、条例の概要説明の後、意見

を伺いました。
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子育て支援業務のワンストップ化を推進

総務文教常任委員会

４月から組織機構改革

第
４
回
定
例
会

議
案
審
議

平
成

年
度
組
織
機
構
改
革
実
施
に

31

伴
い
︑
課
設
置
条
例
が
一
部
改
正

問

健
康
増
進
課
新
設
の
理

由
は
。

答

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
平
成

年
30

月
に
設
置
︒
保
健
セ
ン
タ
ー

10の
支
援
業
務
が
多
機
能
に
な

り
︑
新
た
に
責
任
者
を
配
置
す

る
必
要
が
生
じ
た
︒

問

公
営
住
宅
に
関
す
る
業

務
を
建
設
課
か
ら
定
住

促
進
課
に
移
行
す
る
理
由
は
。

答

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
地

域
優
良
賃
貸
住
宅
も
公

的
賃
貸
住
宅
と
な
り
︑
一
体
的

に
住
宅
施
策
を
行
っ
て
い
く
た

め
︒
年
度
途
中
に
社
会
人
枠
と

し
て
不
動
産
業
務
経
験
者
の
採

用
も
行
っ
た
︒

問

庁
舎
１
階
に
は

月
に

12

無
料
職
業
紹
介
所
も
開

設
し
た
。
平
成

年
４
月
１
日

31

か
ら
の
課
新
設
実
施
で
各
課
窓

口
案
内
に
町
民
や
来
庁
者
が
戸

惑
う
こ
と
は
な
い
か
。

答

１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
の
一

部
を
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー

に
改
修
し
︑
利
用
向
上
を
図
る
︒

提
案

案
内
板
の
設
置
や
分
か

り
や
す
い
カ
ウ
ン
タ
ー
配
置
に

努
め
る
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

小
学
生
交
通
危
険
防
止
事
業
補
助
金

万
円

67

問

補
助
金
交
付
対
象
と
な

る
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
と
は
。

答

新
品
で
学
校
側
が
推
奨

す
る
Ｓ
Ｇ
基
準
に
適
合

し
た
も
の
︑
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
の
安
全
基
準
を
満
た
し
た
自

転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
︒

問

年
度
途
中
か
ら
の
実
施

で
不
公
平
感
は
な
い
か
。

答

平
成

年
度
中
に
購
入

30

し
た
分
か
ら
補
助
対
象

に
な
り
︑
領
収
書
の
な
い
方
は

販
売
店
な
ど
の
証
明
が
あ
れ
ば

補
助
対
象
と
な
る
︒

土
砂
等
撤
去
手
数
料４

０
０
万
円

基
肄
城
跡
災
害
復
旧
工
事

４
１
０
万
円

問

基
肄
城
跡
災
害
復
旧
工

事
の
内
容
は
。

答

土
砂
等
撤
去
手
数
料
で

水
門
周
辺
の
が
れ
き
・

流
木
の
撤
去
を
行
い
︑
２
次
災

害
の
防
止
と
通
路
の
確
保
を
行

う
︒
基
肄
城
跡
災
害
復
旧
工
事

で
基
山
︵
き
ざ
ん
︶
山
頂
部
の

崩
壊
箇
所
の
安
全
対
策
を
含
め

た
復
旧
を
行
う
︒

問

平
成

年
度
以
降
の
災

31

害
復
旧
計
画
は
。

答

県
に
よ
る
治
山
工
事
と

並
行
し
な
が
ら
︑
平
成

年
度
に
管
理
道
路
お
よ
び
城

31内
散
策
路
の
土
砂
撤
去
並
び
に

の
り
面
復
旧
︑
平
成

年
度
に

32

水
門
周
辺
の
環
境
整
備
を
実
施

す
る
予
定
︒

審査、調査

の担当課

総務企画課・財政課・まちづくり課
税務課・教育学習課・出納室

所
管
事
務
調
査

｢
基
肄
城
跡
｣

至
る
所
で

土
砂
崩
れ
発
生

水
門
跡
は
平
成

年
に
全

27

面
的
な
修
復
が
終
わ
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た
が
︑
水
路
の
両

護
岸
や
水
門
跡
ま
で
の
町

道
︑
隣
接
す
る
田
畑
は
大
き

な
被
害
を
受
け
て
い
た
︒
水

門
横
の
町
道
を
２
０
０
㍍
ほ

ど
登
る
と
︑
町
道
も
杉
林
も

無
数
の
岩
で
埋
め
尽
く
さ
れ

被
害
が
甚
大
だ
っ
た
︒
基
山

山
頂
も
東
側
斜
面
の
一
部
が

大
き
く
削
ら
れ
登
山
者
に
危

険
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
︒

委
員
会
と
し
て
︑
国
や
県

か
ら
の
財
源
や
専
門
知
識
を

持
つ
人
的
派
遣
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
て
い
く
よ
う
提
案

し
た
︒

▲水門跡から200㍍上流地点

▲ＳＧマークヘルメット
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第
４
回
定
例
会

議
案
審
議

町
立
保
育
所
お
よ
び
子
育

て
交
流
広
場
建
設
用
地
の

財
産
︵
土
地
︶
の
取
得

取
得
金
額

１
億
２
１
５
５
万
円

問

取
得
す
る
土
地
の
積
算

単
価
は
ど
の
よ
う
に
決

め
た
の
か
。

答

平
成

年
か
ら

年
に

11

13

か
け
て
の
取
得
金
額
お

よ
び
利
息
を
参
考
単
価
と
し
︑

乗
じ
た
額
を
積
算
し
た
︒

問

法
定
外
公
共
物
だ
っ
た

土
地
の
利
活
用
は
。

答

現
在
は
町
所
有
と
な
っ

て
お
り
︑
購
入
予
定
地

と
一
体
的
に
利
活
用
す
る
︒

提
案

保
育
所
の
立
地
と
し
て

適
正
な
場
所
で
あ
る
の
か
多
く

の
議
論
が
行
わ
れ
た
土
地
で
あ

り
、
今
後
は
地
質
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
湧
水
お
よ
び
排
水
処

理
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
討
を

加
え
、
追
加
予
算
が
発
生
し
な

い
よ
う
実
施
設
計
お
よ
び
建
設

工
事
に
取
り
組
む
よ
う
提
案
。

一
般
会
計
補
正
予
算

臨
時
雇
賃
金

▲
２
４
４
万
円

問

保
健
師
の
募
集
に
対
し

て
応
募
が
な
い
要
因

は
。答

昨
今
の
人
材
不
足
も
あ

る
︒
も
う
一
度
︑
近
隣

市
町
の
賃
金
体
系
を
含
め
た
調

査
を
行
う
︒

農
産
物
加
工
施
設
の
建
設
工

事
実
施
設
計

▲
４
６
６
万
円

地
質
調
査
業
務
委
託
料

▲
１
０
５
万
円

問

こ
の
計
画
は
、
特
定
の

農
事
法
人
へ
の
指
定
管

理
あ
り
き
で
進
め
て
い
た
の

か
。答

加
工
場
の
老
朽
化
対
応

に
つ
い
て
協
議
が
始

ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
︑
そ
の

他
の
関
連
事
業
者
を
含
め
て
協

議
を
行
っ
て
き
た
︒

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
整
備

業
務
委
託
料

８
０
０
万
円

問

整
備
の
目
的
は
。

答

歩
行
者
の
目
線
と
し
て

の
道
路
標
識
で
あ
る

が
︑
周
辺
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
の

情
報
を
補
足
し
て
表
示
を
行

う
︒
駅
自
由
通
路
は
多
数
の
表

示
が
必
要
で
あ
る
た
め
︑
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
方
式
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
採
用
す
る
︒

提
案

予
算
組
み
替
え
が
頻
繁

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
予
算
計
上
時
に
し
っ

か
り
と
検
討
す
る
よ
う
提
案
。

湧水および排水処理について検討を要請

町立保育所等建設用地の取得

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・こども課・健康福祉課
定住促進課・産業振興課・建設課

▲庁舎西側の町立保育所等建設用地

所
管
事
務
調
査

母
子
保
健
推
進
員
と
の

意
見
交
換

推
進
員
は
︑
母
性
お
よ
び

乳
幼
児
の
健
康
の
保
持
増
進

を
図
る
目
的
で
︑
健
診
等
診

断
時
の
援
助
や
育
児
環
境
把

握
の
た
め
の
家
庭
訪
問
を
︑

保
健
師
と
と
も
に
定
員

名
19

で
活
動
し
て
い
る
︒

委
員
会
と
し
て
︑
推
進
員

の
認
知
度
を
高
め
る
努
力
と

併
せ
て
︑
保
健
師
等
専
門
職

の
増
員
を
前
向
き
に
検
討
す

る
よ
う
︑
町
に
提
案
し
た
︒

区
通
い
の
場
を
視
察

11
通
い
の
場
に
つ
い
て
は
︑

拙
速
に
自
立
の
効
果
を
期
待

す
る
の
で
は
な
く
︑
無
理
な

く
継
続
し
て
い
け
る
事
業
と

な
る
よ
う
提
案
し
た
︒

▲11区通いの場での体操のようす
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▲復旧が急務な基肄城（水門）跡

国民健康保険 特別会計 補正予算 41万円を追加 予算総額21億3792万円

▲小中学校の特別教室にもエアコン設置

主な歳入 主な歳出

７月豪雨災害の復旧費、国・県の負
担金、補助金等による歳入

農林水産業費分担金（農林地崩壊防止
事業分担金） 334万円

民生費負担金 733万円

民生費国庫負担金 2057万円

民生費県負担金 894万円

災害復旧費県補助金 1111万円

財政調整基金繰入金 8300万円

町債(消防/教育債) 3290万円

教育費国庫補助金 1757万円

ふるさと応援寄附基金繰入金
2489万円

高齢者運転免許自主返納支援事業補助金 52万円
高齢ドライバーの運転免許自主返納者に対し、電動カー
トの購入費補助やタクシー料金の一部補助

児童福祉総務費（保育園施設給付費） 1626万円
たんぽぽ保育園の園児数の増加

農産物加工施設建設工事実施設計委託料
農産物加工施設建設に伴う地質調査委託料 ▲571万円
指定管理者の後継者不足による加工施設の運営見直し

デジタルサイネージ整備委託料 800万円
JR基山駅自由通路の歩行者用道路案内標識

交通危険防止事業補助金（小中学生） 90万円
安全対策のため小中学生のヘルメット購入費用の補助

農林地崩壊防止工事、林地崩壊防止工事、
JR近接のり面復旧事業負担金 2911万円

小中学校３校のエアコン設置工事費 7522万円
基山・若基小学校および基山中学校の特別教室

小小小小小小小小中中中中中中中中学学学学学学学学校校校校校校校校のののののののの特特特特特特特特別別別別別別別別教教教教教教教教室室室室室室室室ににににににににエエエエエエエエアアアアアアアアココココココココンンンンンンンン設設設設設設設設置置置置置置置置小中学校の特別教室にエアコン設置
災害復旧費、福祉費で増額した12月補正予算

平成30年度 一般会計 補正予算

2億2131万円を追加 予算総額は98億2755万円に
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議案39

議案40

体育施設の指定管理者の指定について議案44

町民会館の指定管理者の指定について議案43

議 案 名
議案
番号

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部改
正について

議案41

課設置条例の一部改正について

一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例
及び職員の給与に関する条例の一部改正について

町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正について

議案38

平成30年 第4回定例会（12月3日∼13日）

賛否が分かれた議案

〇

久
保
山
義
明

〇〇〇

桒

野

久

明

〇〇

末

次

明

12

大

久

保

由

美

子

松

石

健

児

〇〇〇×〇〇

松

石

信

男

大

山

勝

代

鳥

飼

勝

美

重

松

一

徳

河

野

保

久

賛 否 表

木

村

照

夫

牧

薗

綾

子

1110987654321

○賛成 ×反対 議長は採決に加わりません。

議案42

議案
番号

財産（土地）の取得について

議 案 名

全議案および賛否表

全会一致で可決した議案

議案46

議案47

議会基本条例の制定について発議２

議 案 名
議案
番号

平成30年度一般会計補正予算（第６号）議案48

平成30年度一般会計補正予算（第５号）

平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第
３号）

平成30年度下水道事業会計補正予算（第２号）

議案45

意見書等の結果

採択
(全員賛成）

１．被災者生活再建支援制度については、被災者生活再建支援金及び被災者
生活再建支援法人に対する国庫補助の見直しを検討すること。

２．被災者生活再建支援基金への都道府県の追加拠出に対し、過去と同等の
地方財政措置を講じること。

３．被災者生活再建支援金の支給対象となる世帯の範囲については、被災し
た世帯の実情に応じた柔軟な対応を可能とすること。

被災者生活再建
支援法の改正を
求める意見書

全議員
に配布

日米自由貿易協定（FTA）交渉をした可能性があり、TPP以上の難題
を求められる可能性があるため、国へTPP発効見直しを求める。

TPP発効見直しを
求める陳情書

意

見

書

陳
情
書

内 容（概略）件 名 結 果区 分

基山町の公益に関する事柄について、国会や関係行政庁に対して議会の議決に
基づき意見書を提出することができます。詳しくは事務局にお尋ねください。

平
成

年

第
１
回
基
山
町
議
会

31定
例
会
会
期
日
程
(
案
)

休
会

金

８15

議
案
審
議
・
委
員
会
付
託

本
会
議

木

７

３

曜
日

議
事
内
容

月

備

考

日

日

１

委
員
会

水

13

土

各
常
任
委
員
長
報
告
・
討
論
採
決

・
予
算
特
別
委
員
会

３

本
会
議

委
員
会

木

1416

予
算
特
別
委
員
会

委
員
会

金

委
員
会

一
般
質
問

本
会
議

火

５ ２

火

一
般
質
問

本
会
議

水

６12

休
会

休
会

各
常
任
委
員
会
調
整

委
員
会

本
会
議

月 月

11

予
算
特
別
委
員
会

休
会

金

４

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

委
員
会

火

19

土金

予
算
特
別
委
員
会

委
員
会

月

休
会

土

９18

休
会

日

1022

総
務
文
教
常
任
委
員
会

一
般
質
問

委
員
会

水

20

休
会

木

21

予
算
特
別
委
員
長
報
告
・
討
論
採
決

本
会
議

休
会

日

17

本
会
議

予
算
特
別
委
員
会
調
整

会
期
決
定
・
提
案
理
由
説
明
等

・
予
算
特
別
委
員
会
設
置
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長
門
市
み
す
ゞ
学
園

山
口
県
長
門
市

長
門
市
の
各
み
す
ゞ
学
園
で
は
︑
地
域

の
特
性
や
児
童
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
た

共
通
の
目
標
を
設
定
し
て
い
る
︒
地
域
育

協
ネ
ッ
ト
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
︑
９
年

間
の
一
貫
し
た
教
育
が
推
進
さ
れ
て
い

る
︒
訪
問
し
た
油
谷
小
学
校
で
は
︑﹁
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
事
業
﹂
と
し
て
地
域
住
民
を

学
校
内
に
受
け
入
れ
︑
授
業
聴
講
と
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
と
サ
ロ
ン
の
日
を
開
催
し
て

い
る
︒
学
校
の
空
間
を
活
用
し
︑
楽
し
み
︑

生
き
が
い
を
高
め
︑
地
域
と
と
も
に
共
存

す
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
︒

平
成

年

月

日
～

日
で
視
察

30

11

12

14

校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
取

り
組
み

福
岡
県
中
間
市

自
治
会
加
入
率
が

・
１
％
と
減
少
し

60

て
い
る
︒
今
後
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

な
ど
が
進
み
︑
役
員
の
担
い
手
が
い
な
い
︒

そ
こ
で
︑
数
年
先
を
見
据
え
た
市
内
小

学
校
区
に
︑
１
校
１
組
織
の
﹁
校
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
﹂
を
設
立
し
た
︒
こ
の
協

議
会
が
自
主
的
に
地
域
行
事
を
行
う
こ
と

で
︑
地
域
の
結
束
力
を
高
め
︑
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
︒

環
境
・
温
暖
化
対
策
の
研
修

山
口
県
美
祢
市

美
祢
市
は
︑
大
き
な
煙
突
群
が
そ
び
え

立
つ
石
灰
岩
の
ま
ち
で
あ
る
︒
大
気
汚

染
・
水
質
汚
染
・
騒
音
・
悪
臭
・
土
壌
環
境

等
の
公
害
防
止
に
取
り
組
み
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
環
境
基
準
を
詳
細
に
定
め
て
い
る
︒
環

境
は
違
う
が
︑
基
山
町
も
企
業
の
生
産
活

動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
公
害
防
止
に
つ
い

て
各
事
業
者
と
協
力
し
︑
公
害
防
止
に
努

め
る
公
に
関
す
る
協
定
書
︵
基
本
協
定
︶

を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
︒

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め

総
務
文
教
常
任
委
員
会

地
域
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
取

り
組
み

福
井
県
鯖
江
市

年
目
を
迎
え
た
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト

11
は
︑
今
年
度
は
ま
た
新
た
な
取
り
組
み
を

行
い
︑
地
元
中
高
生
を
巻
き
込
み
な
が
ら
︑

ま
た
大
人
版
の
地
域
活
性
化
の
ア
イ
デ
ア

を
募
っ
て
い
る
︒

民
間
協
働
に
よ
る
空
き
家
対
策

福
井
県
美
浜
町

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
福
井
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
︑
美
浜
町
と
空
き
家
対
策

で
連
携
す
る
協
定
を
結
び
︑
両
者
の
扱
う

空
き
家
に
関
し
て
情
報
を
共
有
し
︑
調
査

も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
︒

平
成

年

月
７
日
～
９
日
で
視
察

30

11

定
住
促
進
お
よ
び
空
き
家
対
策
の
取
り

組
み

石
川
県
津
幡
町

人
口
の
自
然
増
対
策
と
し
て
特
筆
す
べ

き
は
︑
三
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
同
居
等
促
進

事
業
補
助
金
で
︑
平
成

年
度
は

件
の

29

21

申
請
が
あ
っ
て
い
る
︒
県
の
支
援
制
度
と

リ
ン
ク
し
な
が
ら
想
定
以
上
の
申
し
込
み

が
あ
り
︑
４
９
５
万
円
の
予
算
執
行
と

な
っ
て
い
た
︒
こ
の
制
度
は
︑

㍍
圏
内

50

に
新
築
や
改
築
を
行
う
場
合
の
補
助
で
あ

る
が
︑
基
山
町
の
場
合
︑
同
じ
敷
地
内
が

難
し
い
た
め
近
居
の
考
え
方
を
考
慮
し
た

取
り
組
み
を
検
討
す
べ
き
と
感
じ
た
︒

空
き
家
対
策
の
取
り
組
み

福
井
県
越
前
町

人
口
減
少
と
と
も
に
核
家
族
化
が
進
行

し
︑
平
成

年
度
は
４
１
１
人
も
の
人
口

29

減
少
と
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
高
齢
者
単

身
世
帯
も
６
６
３
世
帯
︵
平
成

年
︶
か

24

ら
８
０
１
世
帯
︵
平
成

年
︶
と
急
増
し
︑

28

い
わ
ゆ
る
空
き
家
予
備
軍
も
増
加
傾
向
に

あ
る
︒
そ
う
い
っ
た
現
状
を
抱
え
な
が

ら
︑
特
定
空
き
家
も
９
・
１
％
あ
り
解
体

の
代
執
行
な
ど
様
々
な
問
題
を
聞
け
た
︒

高
齢
化
が
進
む
空
き
家
対
策
や
定
住
促
進
︑
地
域
の
活
性
化

を
先
進
地
に
学
ぶ

厚
生
産
業
常
任
委
員
会▲古民家を改造し地域活動の拠点に

▲環境対策に取り組む山口県美祢市にて

行
政
視
察

行
政
視
察
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一般質問

足
し
て
い
る
。
街
路
灯
で
あ
れ
ば
、
照

度
ア
ッ
プ
で
き
な
い
か
。

答

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
検
討
す
る
︒

問

ボ
ッ
ク
ス
が
あ
る
町
道
三
国
・
丸

林
線
の
整
備
課
題
は
何
か
。

答

九
州
旅
客
鉄
道
㈱
で
管
理
さ
れ
て

い
る
鹿
児
島
本
線
の
踏
切
改
良
整
備
を

早
期
に
進
め
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
︒

改
良
工
事
に
よ
り
歩
道
新
設
を
予
定
し

て
い
る
︒
軌
道
敷
地
内
は
管
理
者
が
行

う
た
め
︑
詳
細
協
議
を
円
滑
に
進
め
て

い
る
︒

問

高
速
基
山
バ
ス
停
の
乗
り
継
ぎ
社

会
実
験
の
結
果
は
。

答

平
成

年
７
月
か
ら
８
月
に
国
土

19

交
通
省
︑
基
山
町
︑
西
日
本
高
速
道
路

㈱
お
よ
び
九
州
バ
ス
協
会
加
盟
各
社
等

に
よ
る
社
会
実
験
検
討
委
員
会
で
行
っ

た
︒
バ
ス
停
で
の
停
車
便
数
の
倍
増
や

乗
り
継
ぎ
割
引
運
賃
の
設
定
︑
停
留
所

等
へ
の
高
速
バ
ス
運
行
情
報
表
示
板
取

り
付
け
︑
上
り
線
と
下
り
線
間
の
案
内

板
の
設
置
︒
そ
の
結
果
︑
基
山
バ
ス
停

で
の
乗
客
数
が
実
験
前
か
ら
３
倍
増
と

な
る
な
ど
︑
実
験
は
成
功
し
た
︒

問

高
速
バ
ス
停
下
り
線
通
路
の
施
設

管
理
が
悪
い
。
管
理
者
は
誰
か
。

答

の
り
面
草
刈
り
は
西
日
本
高
速
道

路
㈱
が
管
理
し
て
い
る
︒
町
は
町
道
横

の
駐
車
場
︑
駐
輪
場
の
管
理
お
よ
び

ボ
ッ
ク
ス
の
歩
道
管
理
︒

問

上
り
線
と
下
り
線
の
乗
り
換
え
時

に
通
行
す
る
ボ
ッ
ク
ス
歩
道
内
の
照
明

が
、
昼
間
で
も
暗
く
て
安
全
意
識
が
不

▲昼間でも暗い基山バス停下ボックス

問

基
山
Ｐ
Ａ
周
辺
の
安
全
面
整
備
を
急
げ

答

ボ
ッ
ク
ス
歩
道
内
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

木

村

照

夫
議
員

度
等
を
検
討
す
る
際
に
、
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
を
条
件
と
す
る
こ
と
は
。

答

も
し
行
う
と
す
れ
ば
︑
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
も
条
件
と
な
る
と
考
え
る
︒

問

地
域
課
題
の
モ
デ
ル
地
と
し
て
、

固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を
段
階
的
に

見
直
す
こ
と
は
ど
う
か
。

答

税
を
も
っ
て
課
題
解
決
す
る
こ
と

は
有
効
と
考
え
る
が
︑
ま
だ
利
活
用
対

策
が
こ
れ
で
い
い
と
は
思
っ
て
い
な

い
︒
様
々
な
施
策
を
打
つ
中
で
︑
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
︒

問

現
在
把
握
し
て
い
る
空
き
家
件
数

と
高
齢
者
単
身
世
帯
数
は
。

答

空
き
家
数
は
１
６
２
件
で
︑
高
齢

者
単
身
世
帯
は
平
成

年
度
で
４
７
５

27

世
帯
と
把
握
し
て
い
る
︒

問

空
き
家
の
調
査
体
制
は
、
各
行
政

区
長
で
は
な
く
、
集
落
支
援
員
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
、
ま
た
地
域
の
民
間
団

体
へ
の
委
託
等
も
考
え
る
べ
き
で
は
。

答

区
長
や
組
合
長
が
地
域
の
実
情
を

把
握
さ
れ
て
い
る
︒
た
だ
︑
実
態
調
査

等
の
一
部
で
は
委
託
を
考
え
た
方
が
良

い
部
分
も
あ
り
︑
検
討
す
る
︒

問

課
題
で
あ
る
相
続
登
記
に
つ
い
て

は
、
国
も
義
務
化
の
検
討
を
始
め
た
。

町
で
い
ち
早
く
取
り
組
む
考
え
は
。

答

相
続
登
記
自
体
に
お
金
が
か
か

る
︒
課
題
と
な
っ
て
い
る
家
屋
は
︑
そ

の
登
記
料
さ
え
も
払
っ
て
い
た
だ
け
な

い
状
況
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
︒

問

今
後
の
利
活
用
に
関
す
る
補
助
制

問

利
活
用
可
能
な
空
き
家
の
課
題
は

答

管
理
状
態
含
め
家
財
や
相
続
が
課
題

久
保
山

義

明
議
員

▲空き家利活用の住宅

12人が 町 政 を問う
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問

町
道
白
坂
久
保
田
２
号
線
の
完
成

年
度
に
変
更
は
。

答

平
成

年
度
末
を
予
定
し
て
い

31

る
︒

問

接
続
道
路
の
町
道
三
国
・
丸
林
線

の
整
備
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

来
年
度
は
道
路
用
地
取
得
に
関
す

る
地
権
者
協
議
を
計
画
し
︑
そ
の
後
の

工
事
は
ボ
ッ
ク
ス
部
か
ら
改
良
予
定
︒

問

完
成
年
度
は
い
つ
頃
を
予
定
し
て

い
る
の
か
。

答

補
助
対
象
工
事
で
あ
る
こ
と
か

ら
︑
今
後
の
協
議
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ

る
が
︑
平
成

年
度
末
を
予
定
︒

35

問

町
道
黒
谷
線
の
未
整
備
区
間
の
着

手
時
期
は
。

答

町
道
白
坂
久
保
田
２
号
線
や
町
道

三
国
・
丸
林
線
の
整
備
を
優
先
し
て
い

る
た
め
︑
着
手
時
期
に
つ
い
て
は
未
定
︒

問

町
道
黒
谷
線
は
、
災
害
時
に
は
迂

回
道
路
に
は
な
ら
な
い
か
。

答

各
産
業
用
地
へ
接
続
し
て
い
る
︑

区
画
道
路
と
考
え
て
い
る
︒

問

都
市
計
画
道
路
の
今
後
の
優
先
順

位
は
町
道
黒
谷
線
と
考
え
て
い
る
が
、

見
解
は
。

答

残
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路
と
し
て

は
町
道
黒
谷
線
が
上
位
で
あ
る
が
︑
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
は
ほ
か
の

道
路
計
画
も
あ
り
︑
着
手
順
位
は
確
定

し
た
も
の
で
は
な
い
︒
今
後
の
財
政
事

情
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
︑
こ
れ

か
ら
議
論
し
て
い
く
︒

問

都
市
計
画
道
路
の
今
後
の
整
備
計
画
は

答

こ
れ
か
ら
議
論
し
て
い
く

桒

野

久

明
議
員

▲行き止まりの黒谷線

今
後
は
各
家
庭
へ
の
調
査
も
考
え
て
い

る
︒
基
山
中
も
さ
ら
に
検
討
し
た
い
︒

ま
ち
づ
く
り
活
動
拠
点
の
整
備
を

問

町
に
は
地
域
づ
く
り
を
担
う
施
設

と
し
て
、
町
民
会
館
・
多
世
代
交
流
セ

ン
タ
ー
憩
の
家
・
福
祉
交
流
館
な
ど
が

あ
る
が
、
統
一
性
が
な
い
。
ま
ち
づ
く

り
推
進
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備
で
き
な

い
か
。

答

そ
れ
ら
の
施
設
は
設
置
目
的
に

沿
っ
て
運
営
し
︑
町
民
に
活
用
さ
れ
て

い
る
︒
必
要
な
改
善
を
加
え
︑
現
状
の

体
制
の
ま
ま
で
続
け
て
い
き
た
い
︒

問

新
聞
報
道
に
も
あ
る
よ
う
に
、
県

教
育
委
員
会
は
来
年
度
か
ら
１
ク
ラ
ス

人
以
下
の
少
人
数
学
級
を
導
入
で
き

35る
方
針
を
出
し
た
。
町
は
希
望
調
査
を

ど
う
出
し
た
か
。

答

若
基
小
と
基
山
中
は
少
人
数
学
級

を
選
択
し
︑
基
山
小
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
︵
Ｔ
Ｔ
︶
を
希
望
し
た
︒

問

児
童
が
よ
り
細
か
な
指
導
が
受
け

ら
れ
、
担
任
教
師
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
た
め
に
は
少
人
数
学
級
が
よ
り
効
果

的
だ
と
考
え
る
が
、
対
象
の
基
山
小
の

新
６
年
生
は
、
な
ぜ
少
人
数
を
選
択
し

な
か
っ
た
の
か
。

答

学
校
内
の
話
し
合
い
で
Ｔ
Ｔ
を
し

た
い
と
の
希
望
に
な
っ
て
い
る
︒

問

町
立
図
書
館
が
開
館
し
て
２
年
近

く
に
な
る
。
下
校
時
に
図
書
館
に
立
ち

寄
り
た
い
と
の
子
ど
も
・
保
護
者
の
希

望
が
あ
る
が
、
そ
の
検
討
は
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
か
。

答

基
山
小
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
議
し
︑

問

少
人
数
学
級
へ
の
導
入
希
望
は

答

基
山
小
は
Ｔ
Ｔ
を
希
望
す
る

大

山

勝

代
議
員

▲図書館から向かい合わせの基山小

一般質問
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に
改
修
し
た
︒

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
で
見

え
て
く
る
町
の
青
写
真
は

問

目
標
指
標
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
中

で
、
そ
の
経
済
効
果
は
。

答

具
体
的
に
算
出
し
て
い
な
い
が
︑

一
体
的
な
事
業
実
施
に
よ
る
機
能
充
実

で
︑
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
・
利
便

性
・
魅
力
が
向
上
す
る
好
循
環
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
︒

中
長
期
財
政
計
画
の
見
直
し
に
変
化
は

問

国
レ
ベ
ル
で
対
応
が
必
要
な
災
害

が
頻
繁
に
起
こ
る
中
、
一
般
財
源
の
確

保
に
関
し
て
の
将
来
の
見
通
し
は
。

答

平
成

年
度
で
︑
災
害
復
旧
事
業

30

費
の
町
負
担
は
約
３
割
︒
予
算
の
柔
軟

性
を
持
つ
こ
と
が
重
要
︒
基
金
残
高
を

確
保
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
︒

問

平
成

年
度
ま
で
の
収
支
試
算
で

37

想
定
さ
れ
る
数
字
の
変
更
は
ど
の
程
度

で
、
ど
ん
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
か
。

答

平
成

年
度
に
予
定
し
て
い
る
復

31

旧
事
業
を
含
め
考
え
る
と
︑
町
負
担
は

お
お
よ
そ
３
億
円
で
︑
影
響
と
し
て
基

金
の
減
少
ス
ピ
ー
ド
が
早
ま
る
︒

問

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
実

施
に
当
た
り
、
そ
の
状
況
は
。

答

中
学
校
は
︑
平
成

年
度
か
ら
大

28

規
模
改
修
に
︑
基
山
保
育
園
は
︑
本
年

度
か
ら
建
て
替
え
に
着
手
︒
老
人
憩
の

家
は
︑
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
憩
の
家

問

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
若
基
小
は

答

基
山
中
の
大
規
模
改
修
の
後
に
計
画
を

牧

薗

綾

子
議
員

▲建て替えに着手している基山保育園の新イメージ

を
行
い
︑
平
成

年
度
に
管
理
道
路
と

31

散
策
路
の
土
砂
撤
去
・
法
面
復
旧
︑
平

成

年
度
に
水
門
周
辺
の
環
境
整
備
を

32
行
う
予
定
︒
ま
た
︑
随
時
遺
構
の
有
無

の
確
認
や
発
掘
調
査
も
実
施
す
る
︒

問

き
ざ
ん
山
頂
部
の
崩
落
箇
所
の
修

復
に
、
多
く
の
町
民
が
参
加
し
て
行
う

基
肄
城
跡
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り

組
み
を
行
い
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
の
き
ざ

ん
復
興
が
で
き
な
い
か
。

答

ま
ず
は
安
全
対
策
工
事
を
行
い
︑

安
全
が
確
認
で
き
れ
ば
検
討
し
た
い
︒

７
月
の
豪
雨
で
基
肄
城
跡
が
あ
る
基

山
︵
き
ざ
ん
︶
が
被
災
し
た
︒
被
災
状

況
と
復
興
計
画
に
つ
い
て
た
だ
し
た
︒

問

基
肄
城
跡
の
災
害
状
況
は
。

答

城
内
中
央
部
が
長
さ
５
０
０
㍍
に

わ
た
り
︑
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
を
起
こ

し
た
︒
山
頂
部
や
管
理
道
路
の
の
り

面
︑
散
策
路
も
崩
壊
し
︑
水
門
周
辺
も

瓦
礫
や
流
木
︑
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
︒

問

復
旧
に
向
け
て
、
国
や
県
と
の
協

議
は
進
ん
で
い
る
か
。

答

災
害
復
旧
の
内
容
や
国
費
・
県
費

の
補
助
︑
工
事
に
伴
う
事
務
的
手
続
き

の
方
法
な
ど
協
議
を
行
っ
て
い
る
︒

問

復
旧
・
復
興
ま
で
の
工
程
は
。

答

現
在
の
と
こ
ろ
︑
３
年
程
度
か
け

て
以
前
の
状
態
に
戻
す
復
旧
計
画
を
予

定
し
て
い
る
︒
治
山
事
業
と
並
行
し

て
︑
平
成

年
度
に
き
ざ
ん
山
頂
の
崩

30

落
部
の
復
旧
と
水
門
周
辺
の
瓦
礫
撤
去

問

基
肄
城
跡
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

答

安
全
が
確
認
で
き
れ
ば
︑
検
討
し
た
い

重

松

一

徳
議
員

▲基肄城跡の災害状況を議会で現地確認

一般質問
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て
い
な
い
﹁
モ
ー
ル
商
店
街
﹂
へ
の
停

車
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答

ダ
イ
ヤ
改
正
時
に
前
向
き
に
検
討

す
る
︒

問

ア
ト
ラ
ス
け
や
き
台
の
戸
建
て
計

画
に
対
す
る
対
応
は
。

答

事
業
者
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
推

移
を
見
守
る
︒

問

け
や
き
台
の
今
後
の
展
望
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答

住
民
の
若
返
り
が
図
ら
れ
て
い

る
︒
快
適
な
住
宅
地
と
し
て
安
全
で
良

好
な
住
環
境
を
︑
町
と
し
て
維
持
し
て

い
き
た
い
︒

問

け
や
き
台
の
現
状
を
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
。

答

近
年
︑
若
者
た
ち
が
進
学
・
就
職

で
転
出
し
て
い
る
こ
と
︑

歳
以
上
の

65

高
齢
者
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
等
に

よ
り
︑
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
︒
け
や
き
台
の
４
つ
の
区
合
同
の

取
り
組
み
や
各
区
の
自
治
活
動
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
う
︒

問

高
齢
化
対
策
は
ど
の
よ
う
に
。

答

安
否
確
認
を
取
れ
る
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
を
充
実
さ
せ
て

い
く
︒

問

移
動
手
段
の
確
保
は
。

答

主
と
な
る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
考
え
て
い
る
︒
運
行
方
法
を
含
め

た
利
便
性
を
考
慮
し
︑
平
成

年
４
月

31

か
ら
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
検
討
し
て
い
る
︒

問

モ
ー
ル
商
店
街
に
あ
る
病
院
へ
行

く
利
用
者
が
多
い
の
で
、
現
在
停
車
し

問

｢

モ
ー
ル
商
店
街
﹂
へ
の
停
車
は

答

ダ
イ
ヤ
改
正
時
に
前
向
き
に
検
討

河

野

保

久
議
員

▲アトラスけやき台の戸建て計画は

度
を
超
え
る
日
が
あ
っ
た
︒

30問

政
府
は
エ
ア
コ
ン
設
置
に
補
正
予

算
８
１
７
億
円
組
ん
だ
。
基
山
小
中
の

音
楽
室
や
理
科
室
な
ど
の
特
別
教
室
に

は
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
さ
れ
て
い
な

い
。
来
年
︵
平
成

年
︶
の
夏
ま
で
に

31

設
置
を
求
め
る
。

答

文
科
省
の
交
付
金
を
受
け
て
︑
来

年
の
夏
ま
で
に
設
置
す
る
︒

学
校
給
食
費
に
助
成
を

問

文
科
省
の
調
査
で
は
、
全
国
で
５

０
６
自
治
体
が
学
校
給
食
費
の
無
償

化
・
一
部
無
償
化
を
実
施
。
県
内
の
20

市
町
で
は

市
町
が
実
施
し
て
い
る
。

12

ま
た
、
高
校
生
ま
で
の
通
院
費
の
助
成

は
県
内
で
は
７
市
町
と
広
が
り
、
子
育

て
環
境
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
子
育

て
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
。

答

給
食
費
補
助
は
ま
っ
た
く
検
討
し

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
︒
高
校
生

の
通
院
費
助
成
は
︑
今
年
度
決
算
な
ど

財
政
状
況
を
考
慮
し
判
断
し
た
い
︒

問

今
年
の
夏
は
記
録
的
な
暑
さ
で
、

連
日

度
以
上
の
猛
暑
日
が
続
き
、
全

35

国
の
小
中
学
校
で
は
児
童
・
生
徒
が
熱

中
症
で
病
院
に
運
ば
れ
た
り
、
死
亡
し

た
児
童
も
い
る
。
基
山
の
児
童
・
生
徒
、

教
師
で
は
ど
う
か
。

答

基
山
小
で

名
︑
若
基
小
で
３
名
︑

16

基
山
中
で
は

名
が
運
動
会
練
習
時
や

27

部
活
動
︑
休
み
時
間
に
体
調
を
崩
し
た
︒

問

今
年
、
教
室
の
温
度
が

度
以
上

17

度
以
下
に
改
定
さ
れ
た
が
、
特
別
教

28室
で
基
準
を
超
え
た
日
は
何
日
あ
っ
た

の
か
。

答

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

日
間

18

松

石

信

男
議
員

問

小
中
の
特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

答

夏
ま
で
に
設
置
す
る

▲小中の特別教室にエアコンが設置

一般質問
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介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

問

本
年

月
の
見
直
し
で
、
﹁
生
活

10

援
助
﹂
に
お
い
て
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
回
数
に
上
限
を
設
け
自
治
体
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ

た
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
指
摘
を
恐

れ
、
回
数
を
制
限
し
た
り
す
る
恐
れ
は

な
い
か
。
ま
た
、
認
知
症
で
１
人
暮
ら

し
家
庭
の
件
数
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答

利
用
回
数
は
︑
自
立
支
援
ケ
ア
会

議
に
お
い
て
十
分
議
論
し
て
い
る
︒
今

後
も
上
限
に
こ
だ
わ
ら
ず
︑
介
護
の
質

を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
注
力
し
た
い
︒

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
の
認
知
症
自

立
度
Ⅱ
以
上
は

人
︒
非
常
に
多
い
と

19

思
う
の
で
対
策
を
打
ち
た
い
︒

婚
活
支
援
事
業
と
セ
カ
ン
ド
マ
リ
ッ

ジ
︵
再
婚
希
望
者
応
援
︶
事
業

問

婚
活
支
援
事
業
の
実
施
状
況
お
よ

び
参
加
人
数
は
。

答

平
成

年
度
３
回
︒
参
加
者
数

28

は
︑
男
性

人
︑
女
性

人
︒
平
成

53

36

29

年
度
４
回
︒
参
加
者
数
は
︑
男
性

人
︑

40

女
性

人
︒
平
成

年
度
は
４
回
の
事

50

30

業
を
予
定
し
て
い
る
︒

問

セ
カ
ン
ド
マ
リ
ッ
ジ
事
業
で
、
子

ど
も
が
い
る
対
象
者
に
は
、
ま
ず
精
神

面
の
ケ
ア
の
他
、
実
子
で
な
い
親
子
関

係
の
難
し
さ
等
、
再
婚
の
際
の
課
題
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
併
せ
て
行
う

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答

婚
活
支
援
員
と
と
も
に
十
分
な
配

慮
を
し
た
い
︒
ま
た
︑
本
町
は
ひ
と
り

親
世
帯
の
割
合
が
全
国
平
均
よ
り
も
高

く
︑
様
々
な
方
へ
の
結
婚
支
援
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
も
繋
が
る
と
考
え
る
︒

松

石

健

児
議
員

問

再
婚
応
援
事
業
は
効
果
的
な
事
業
か

答

町
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
な
る

▲生活援助の新たな仕組み

答

空
室
は
︑
本
桜
団
地
の
３
階
や
４

階
に
多
く
あ
り
︑
駅
か
ら
遠
い
立
地
条

件
も
一
因
で
あ
る
と
考
え
る
︒
駅
に
近

い
割
田
団
地
で
は
︑
空
室
期
間
が
短
く
︑

問
い
合
わ
せ
も
多
い
︒
園
部
団
地
は
︑

現
在
入
居
受
け
付
け
を
し
て
い
な
い
︒

問

本
桜
団
地
の
改
修
計
画
は
。

答

郵
便
受
け
を
含
め
︑
設
備
の
個
別

施
設
に
係
る
長
寿
命
化
計
画
を
検
討

し
︑
策
定
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
︒

問

総
務
省
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
内
容
や
調
達
率
の
見
直
し
要
請
に

対
す
る
町
長
の
率
直
な
見
解
は
。

答

総
務
省
を
訪
問
し
︑
担
当
課
長
と

意
見
交
換
し
た
︒
制
度
の
安
定
的
存
続

の
た
め
と
理
解
し
︑
要
請
に
応
じ
て
返

礼
品
調
達
率
を
３
割
以
下
に
す
る
︒
今

後
も
一
定
の
ル
ー
ル
内
で
町
内
の
事
業

者
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
︑
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
っ
て
新
返
礼
品
の
開
発
な

ど
︑
い
ろ
ん
な
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た

い
︒

問

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
を
ど
の

よ
う
に
運
用
し
て
、
寄
附
者
が
共
感
で

き
る
よ
う
な
事
業
を
行
う
の
か
。

答

今
後
も
基
山
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

資
す
る
地
方
創
生
事
業
等
に
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

町
営
住
宅
の
健
全
経
営
の
取
り
組
み

問

町
営
住
宅
の
空
室
理
由
は
何
か
。

利
便
性
が
あ
り
入
居
者
に
優
し
い
住
宅

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
見
直
し
は

答

総
務
省
の
要
請
に
応
じ
ル
ー
ル
を
守
る

末

次

明
議
員

▲入居しやすい環境が求められる本桜団地

一般質問
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し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
︒

行
政
改
革
に
つ
い
て

問

行
政
改
革
推
進
の
取
り
組
み
で
重

要
な
自
主
財
源
の
確
保
策
は
何
か
。

答

子
育
て
・
若
者
世
帯
の
定
住
促
進

等
の
施
策
に
よ
る
町
税
の
増
収
︑
徴
収

率
の
向
上
︑
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
や

広
告
料
等
の
増
収
を
図
っ
て
い
く
︒

問

各
種
補
助
金
が
適
正
に
支
出
さ
れ

て
い
る
の
か
、
第
三
者
に
よ
る
検
討
委

員
会
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

答

早
い
段
階
に
補
助
金
等
検
討
委
員

会
を
設
置
す
る
︒

問

職
員
定
数
管
理
計
画
を
早
急
に
見

直
し
、
民
間
委
託
、
事
務
の
統
廃
合
、

職
員
の
職
種
転
換
等
を
実
施
し
、
適
正

な
職
員
定
数
管
理
計
画
を
策
定
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

現
在
の
職
員
定
数
管
理
計
画
が
本

年
度
で
終
了
す
る
の
で
︑
来
年
度
か
ら

の
計
画
を
現
在
策
定
中
で
あ
る
︒

問

年
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
る
、

30

町
道
塚
原
・
長
谷
川
線
の
延
伸
工
事
が

放
置
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答

昭
和

年
か
ら
総
合
計
画
に
計
画

61

路
線
と
し
て
あ
る
が
︑
財
政
問
題
や
優

先
整
備
順
位
に
よ
り
未
着
工
で
あ
る
︒

問

町
長
の
地
区
懇
談
会
で
の
発
言
で

は
、
整
備
す
る
可
能
性
が
早
ま
っ
て
き

た
と
回
答
さ
れ
て
い
る
が
。

答

延
伸
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
︑
地

域
住
民
や
地
権
者
の
方
等
と
意
見
交
換

問

町
道
塚
原
・
長
谷
川
線
の
延
伸
は
い
つ
か

答

今
後
延
伸
に
つ
い
て
検
討
す
る

鳥

飼

勝

美
議
員

▲延伸計画の町道塚原・長谷川線

葬
祭
公
園
の
早
期
建
て
替
え
は

問

葬
祭
公
園
の
長
寿
命
化
は
い
つ
ま

で
す
る
の
か
。
ま
た
、
建
て
替
え
の
検

討
委
員
会
設
置
の
考
え
は
。

答

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
︑

２
０
３
８
年
ま
で
維
持
で
き
る
よ
う
計

画
的
に
修
繕
を
行
い
︑
使
用
す
る
︒
委

員
会
の
立
ち
上
げ
の
予
定
は
な
い
︒

問

冬
の
寒
さ
対
策
に
暖
房
便
座
を
。

答

ト
イ
レ
内
の
電
気
設
備
の
調
査
を

し
︑
様
々
な
意
見
を
参
考
に
検
討
す
る
︒

問

ご
み
分
別
で
の
問
題
は
何
か
。

答

資
源
化
で
き
る
ご
み
が
︑
可
燃
ご

み
の
中
に
多
く
見
ら
れ
る
︒
広
告
紙
︑

雑
誌
︑
紙
類
が
混
入
し
て
い
る
︒

問

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
目
標
値
と
結
果

か
ら
の
評
価
と
課
題
は
何
か
。

答

平
成

年
度
は
︑
リ
サ
イ
ク
ル
率

29

の
目
標
値

・

％
に
対
し
︑
実
績

・

29

40

24

％
と
下
回
っ
て
い
る
︒
有
効
な
対
策

74が
見
い
だ
せ
な
い
の
が
課
題
で
あ
る
︒

問

町
が
取
り
組
ん
で
い
な
い
資
源
物

は
何
か
。

答

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
︑

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
︑
生
ご
み
︑

割
り
箸
︑
紙
お
む
つ
が
あ
る
︒

問

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
資

源
化
を
し
な
い
理
由
は
。

答

町
民
は
分
別
︑
排
出
の
手
間
が
増

え
保
管
場
所
の
確
保
が
必
要
と
な
り
︑

町
は
処
理
委
託
費
用
等
が
増
加
す
る
︒

問

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
資
源
化
を

答

可
燃
物
と
し
て
溶
融
し
︑
発
電
に
活
用

大
久
保

由
美
子
議
員

▲どうなる建て替えは

一般質問
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委

員

長

牧
薗

綾
子

副
委
員
長

松
石

健
児

委

員

木
村

照
夫

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員

桒
野

久
明

委

員

末
次

明

委

員

大
久
保
由
美
子

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

子
ど
も
議
会
を
開
催
し
て

今
回
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
学
校
行
事
の
合
間
を
縫
っ
て
、
初

め
て
作
る
３
つ
の
条
例
案
を
最
後
ま
で
話

し
合
い
を
重
ね
て
作
成
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
議
員
役
の
生
徒
た
ち
が
何
度
も
質
問

を
す
る
中
、
執
行
部
役
の
生
徒
も
難
し
い

質
問
に
苦
慮
し
な
が
ら
も
し
っ
か
り
と
答

弁
を
し
ま
し
た
。
ま
た
反
対
、
賛
成
討
論

に
も
積
極
的
に
発
言
し
て
、
さ
す
が
基
山

中
の
生
徒
た
ち
で
す
。
大
変
頼
も
し
く
感

心
さ
せ
ら
れ
た
子
ど
も
議
会
で
し
た
。

そ
こ
で
、
生
徒
た
ち
が
作
成
し
た
議
案

を
も
と
に
、
議
員
発
議
を
提
案
し
て
い
く

予
定
で
す
。

(
大
久
保
由
美
子
)

子ども議会で 町の観光や防災を議論
平成30年第１回子ども議会を、議場で10月20日（土）に開催しました。

基山中学校３年生が、自分たちで作成した３つの条例案を町長役、課長役、議員役に分かれ町議会議員も

サポートをしながら、活発な議論を交わし３議案とも賛成多数で可決しました。

校長先生をはじめ、生徒の皆さん、関係各位のご協力ご支援ありがとうございました。

議案第１号 基山町の観光資源を活用した施設とにぎ

わいに関する条例制定

問 レストランで出すメニューに、町の特産品を使っ

た物とは何がありますか。

答 エミュー、イノシシ、アスパラガス、マコモダケ、

柿、お茶、ぶどう、米等です。

議案第２号 基山町の自然を活かした町の活性化に関

する条例制定

問 議案はハイキングコースの整備が主ですが、基山

（きざん）に登山者を増やすためアスレチック遊具

を設置してはどうですか。

答 貴重な意見なので前向きに検討します。

議案第３号 基山町の災害の対応に関する条例制定

反対討論 年１回の防災講座だけでなく防災訓練も必

要で、議案内容が足りないので反対です。

賛成討論 避難経路や備蓄品の確認、ハザードマップ

にアプリ機能を付ける、防災講座をするな

ど、町民の意識を高めるので賛成します。

参加した生徒の感想

・条例をつくる時に、まず基山のことを調べ、改善点を見つけ、
より良い町にするために話し合いました。
・子ども議会のおかげで基山の魅力や解決すべき課題を改めて
認識でき、そして、基山町がさらに好きになりました。
・町についてこんなに深く考えて、町に必要なものは何か、ど
うすればもっと良くなるのか、みんなで話し合うことは今ま
でにない貴重な経験になりました。
・自分の意見に自信がもてず不安もありましたが、１人ひとり
がそれぞれの視点で議案について考え、楽しんで発言をする
ことができました。 休憩中、議員と和やかに談笑

真剣に取り組む議場の様子

議案採決で賛成起立する議員



平成30年12月議会 16

子ども議会に参加された皆さん、ありがとうございました。
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印刷／大同印刷株式会社 〒849-0902佐賀県佐賀市久保泉町大字上和泉1848-20 ☎（0952）71-8520㈹

議員 西平 百花さん

議員 藤尾 美季さん

議員 米森 美羽さん

議員 白水 菜乃佳さん

議員 副島 颯太さん

議員 長野 陽人さん

議員 池末 菜月さん議員 坂口 穂乃果さん

議員 佐藤 遥翔さん

課長 坂口 美月さん

町長 梅田 歩乃花さん

課長 野口 優太さん課長 鎗光 和佳那さん

議員 髙橋 柚希さん

傍聴者の声

・ぜひ続けたほうが良いと思う企画

です。町について考える、町を改め

て知る、自分の考えを発表する機会

になるので、中学生にとってとても

良い経験になると感じました。

（30代 男性）

・初めて参加してとても勉強になり

良いことと思い、多くの方にお勧め

したい。また、このような機会を多

くの方に知ってもらいたいと強く

思いました。 （60代 男性）

・中学生とはいえ、議案内容などもよ

く考えていて感心しました。これ

を機に色々なことに興味を向けて

くれるとよいなと思います。

（40代 女性）

子ども議会当日の様子は、町議会ホー

ムページをご覧ください。

町議会ホームページ

https://www.town.

kiyama.lg.jp/gikai/

default.html


